会　　　　議　　　　録

	審　　議　　の　　内　　容　　（審議経過、結論等）

	　⑴　デマンドタクシー実証実験の結果について

　議題⑴について、資料１－１及び１－２を使用して、事務局から説明をした。

【概要】

・　昨年１１月から１２月まで実施したデマンドタクシー実証実験の結果を報告した。

（実施結果）

　　＜登録者数・登録率＞

登録者数は９７９件で、登録率は、２３．４％。年齢別で見ると、７５歳未満よりも７５歳以上の方が全ての地域で高い結果となった。また、地域別では石神地区で最も高く２５．４％であった。

　　＜利用率・利用回数＞
　　登録者のうち実際に利用したのは２６３人で、登録者に対する利用者の割合は２６．９％だった。利用回数は、２か月間の利用回数の合計が１，０３７回、１回のみ利用した方が最も多く、平均利用回数は３．９回だった。
　　なお、一人で２０回以上利用したヘビーユーザーにより平均利用回数は押し上げられている。
＜日ごとの利用回数、乗車人数＞
　　水曜日と土曜日の利用が他の曜日に比べて少ない傾向となった。これは、病院によっては休診であったり、家族が休みで送迎が可能となることなどが理由と思われる。

＜場所別の乗降者数＞
自宅を除いた乗降の多かった場所として、あたご・菅沢地区で志木駅、志木中央総合病院、清瀬駅、石神地区で東久留米駅、堀ノ内病院、ひばりヶ丘駅、中野地区で新座駅、志木中央総合病院、志木駅と、全ての地区で駅と病院が上位を占める結果となった。
　　　　＜利用時間帯＞

利用時間帯については、９時１０時台に自宅を出発し、１２時以降に自宅に到着する利用が多く見られた。

　　　　＜料金・市の負担額＞

料金・市の負担額については、利用者の負担額５００円を除いた、利用１回当たりの市の負担額の平均は、１，４０５円であった。

　　

（調査結果）

　　＜調査概要＞

利用実態や満足状況、今後の利用意向を把握するため、登録者全員にアンケートを配布したところ、回収率は６９．５％であった。

　　　　＜回答者＞

回答者の個人属性は、全体として７５歳以上の割合が高く、また、男性よりも女性の回答が多かった。運転免許証や自動車等の保有状況についての質問では、７５歳以上の５割以上の人が、家族等に送迎してもらえない状況にあるとの結果になった。

　　　　＜利用実態＞

利用しなかった人が６割以上となっており、利用した人の中では月１日のみ、または１日から２日が高い割合を占めた。また、最も多い利用目的は通院であった。

利用した人の約６割が帰りもデマンドタクシーを利用しており、帰りに利用しなかった場合の最も多い移動手段は路線バスであった。

デマンドタクシーを利用した理由は、タクシーより安いから、自宅・目的地の玄関まで送迎してもらえるからが多く、実証実験以前の移動手段は路線バスまたはタクシーが多かった。

　　　　＜実証実験を知った媒体＞

広報にいざ、町内会、家族・知人・友人の順に多かった。

　　　　＜満足状況＞

８時３０分までに目的地への到着を希望する意見や１７時以降、深夜までの運行を希望する意見が多々あり、運行時間帯にやや不満が多いものの、概ね満足度が高い結果となった。

　　　　＜利用しなかった理由＞

デマンドタクシーを使う用事がなかったからが最も多く、利用するための条件は、送迎してもらえる人がいない日など、他に移動手段がない場合に利用するが最も多い結果となった。

　　　　＜今後希望する運行形態＞

デマンドタクシーの本格運行が７１．２％、にいバスルートの改善が１９．６％であった。

　

【質疑応答】


　・　議長

事務局からの説明があったが何か意見はあるか。

新座交通は実際に実証実験を行ってみてどういった感想を持ったか。

　・　委員

　　　実証実験以外の他の営業の絡みもあり、時間通りに運行できないといった面で迷惑をかけた部分があったが、利用は多かったと認識している。

　・　委員

　　　実証実験を行った対象地域は高齢者が多い地区であり、その利用状況を確認することについては理解でき、今回の実証実験については、特に意見はない。全体とすると不満はあるが、一定の評価はできる。今後は市内全域について考えていただけると認識している。

　　　

⑵　新座市地域公共交通計画（素案）について
　議題⑵について、資料２－１、２－２を使用して、事務局から説明をした。

　【概要】

　　・　昨年開催した公共交通会議で公共交通システムの方向性やにいバスの再編などについて、委員から出た意見や市民からの要望等を踏え、関係事業者と調整し作成した素案について説明した。

　　　　素案では、これまでの検討結果から、新座市における地域公共交通の問題点・課題について、大きく６つを挙げ、それらの課題を解決するための３つの基本方針とそれに基づいた７つの目標を設定しており、それらの７つの目標を達成するため、５つの方向性を示している。
　　（６つの課題）

　　＜課題１　利用者がわかりやすく使いやすい公共交通となるよう、その維持・確保・充実を図る＞
　　　　今後高齢化が進み高齢者のみの世帯の増加も見込まれる中で、車の運転ができない人の移動手段として公共交通機関が果たす役割が大きいため、誰にでも分かりやすく使いやすい公共交通を運行する必要があるということ。

　　＜課題２　各地域から、公共施設や駅、病院などへの移動利便性の向上を図る＞
　　　　市街地や最寄り駅が分散している新座市において、それぞれの最寄り駅や公共施設・病院へのアクセス性の向上が必要ということ。

　　＜課題３　公共交通の利用に不便な地域の解消を図る＞

　　　　公共交通での移動が不便な地域でのバスの運行や、東西方向のバスの運行が必要ということ。

　　＜課題４　コミュニティバス(にいバス)の利便性の向上を図る＞

　　　　運行本数などの運行内容に不満が大きいにいバスの利便性向上が必要ということ。

　　＜課題５　市による公共交通への支出の適正化を図る＞

　　　　今後の少子高齢化、生産年齢人口の減少が懸念される中で、持続可能な公共交通の運行のため、にいバスの収支率の改善が必要であるということ。

　　＜課題６　バスを利用する際の安全性の確保、環境への配慮を図る＞

　　　　いわゆる危険なバス停の改善や、ＳＤＧｓの観点から、環境への配慮、定時制が不安定なバスにおいてのバス待ち時のストレス緩和策の必要性があるということ。

　（理想の地域公共交通体系）
　　　各交通機関の役割を踏まえた本市にとっての理想の地域公共交通体系と

は、路線バスを市内公共交通の軸とし、それを補完するにいバスのルートを

設定し、それらをタクシーやシェアサイクルで更に補完することで市内の交

通不便地域をカバーしていくもの。

　（５つの方向性）

　　＜方向性１　関係者の協働による路線バスの維持に向けた取組の展開＞

　　　　にいバスの運行計画において、路線バスと競合しない運行経路の設定や運賃格差の是正により、つまり、路線バス会社の経営を圧迫しないよう、できるだけ重複を避けたルートを設定し、運賃を路線バスの初乗り運賃の水準と合わせていくことで、現在運行している路線バスのバス路線の維持を図る。また、新規路線の参入や減便・廃止等について路線バス事業者と密に協議し、市内公共交通の維持・充実を図る。

　　＜方向性２　にいバスの再編＞

　　　　にいバスは路線バスを補完するものとして、路線バスとの重複をできるだけ回避しながら、渋滞を回避し、新座駅や市役所へのアクセス性を向上させることを考慮しながらルートの設定を行った。

　　　　再編により、市内の多方面から新座駅と新座市役所へのアクセスが可能となり、また、石神地区や大和田５丁目北野二丁目の一部、野火止８丁目の一部などの人口が多い公共交通不便地域の解消が図れる。

　　　・　運行ルート

　　　　　全体として、現在の循環型のルートから、直線的なルートにすることで、運行本数の増便を図っている。なお、具体的な時刻やバス停位置については今後検討していく。

　　　　①　志木ルート（青）

新座市役所を出発し、水道道路を通って野火止八丁目を経由する。旧川越街道から、一度新座駅南口を経由し、旧川越街道に戻り第二老人福祉センターへ向かう。東北通りを通って、新座志木中央総合病院を経由し、志木駅南口まで行く。帰りは、東北通りから、北野中央通りを進み、その後行きと同じ道を通って市役所に戻る。志木ルートのみ、一部循環型となるため、次の便では、先に北野中央通りを通って志木駅南口に行き、新座団地を経由して市役所に戻るかたちとなる。

　　　　②　ひばりが丘ルート（赤）

新座駅南口からふるさと新座館の横を通って新座市役所に向かう。そして、畑中の住宅地を通って、県道保谷志木線から、新座市営墓園や栄公民館に向かい、池田小学校や前原橋を経由して武野通りに進む。県道練馬所沢線に出て、栗原の交差点を左折し、ひばりヶ丘駅北口の付近にある、西武バスの折返し場所が終点となる。

　　　　③　清瀬ルート（紫）

新座駅南口から新座警察署の前を通り、市役所に向かう。平林寺大門通りを通って産業道路に進み、老人福祉センター、堀ノ内病院、新座病院を経由しながら、水道道路に進む。西武線の踏切を渡り、清瀬駅南口付近が終点となる。

　　　　④　東久留米ルート（緑）

新座市役所から山下橋を右折しひばりヶ丘ルートと同じ道を通って新座駅で折り返す。こもれび通りから志木街道を経由して、恵山通りを通り、あたご方面に向かう。富士見新道を進んでいき、清瀬ルートと同じく、新座病院、堀ノ内病院、老人福祉センターを経由して、新しくできた東久留米志木線を通って東久留米駅が終点となる。

　　　・　運賃の改定

にいバスは福祉的な役割を担いつつも、持続可能な運行体制とするため、一定の受益者負担が必要であることから、運賃体系を見直す。

運賃を大人２００円に改定し、無料乗車証制度の対象を７５歳以上の後期高齢者と障がい者とし、有効期間を３年、発行手数料を１，０００円とする。また、現在の日曜及び年末年始運休から年末年始のみ運休とし、土日祝日ダイヤを設定する。

にいバスの収支率は、埼玉県内平均の２７．６％と比べ、１２．６％と低い状況だが、この再編により約２０％に改善が見込まれる。

　　　・　環境対応車両の導入

ＳＤＧｓが掲げる目標で、公共交通においても環境への影響に配慮する必要があるため、今後、電気バスや水素燃料電池バスなどの環境に配慮した車両の導入を目指すものとしている。

なお、車両の大きさについては、これまでと同様の大きさとする。

　　　・　利用促進、収支改善に向けた取り組み

利用促進としてにいバスの乗り継ぎ割引の実施を考えている。また、収支改善としては、バス停のネーミングライツや車体広告の検討を行っていく。

　　＜方向性３　多様な交通施策の検討＞

　　　　にいバスは路線バスを補完するもの、デマンドはさらに補完するものとの考え方から、にいバスの再編により、多くの交通不便地域が解消されるため、今回の再編時点でのデマンドタクシーの有用性は低いと考えている。

また、実証実験のアンケート結果から、デマンドタクシーの運行以前やデマンドタクシーを利用した帰りの移動手段に路線バスの利用が多いことから、デマンドタクシーの本格導入は少なからず路線バスの運行に影響を及ぼすことが考えられるため、現時点ではデマンドタクシーの本格導入は実施しないが、今後、より高齢化が進行し、市民のニーズが変化していくことが考えられるため、引き続き状況を注視しながら検討していく。

なお、にいバスの再編でカバーできない地区については、デマンドタクシーの検討と併せてタクシー補助等の代替方策なども検討し、にいバス再編と同時期の実施を目指す。

　＜方向性４　各種情報提供ツールの導入・作成＞

　　　将来的に、新座市内を運行する公共交通サービスの情報が統合され、検索から運賃の支払いまでも一括で可能となるシステム、いわゆる新座版のＭａａｓを構築するため、調査研究を行っていく。

また、スマートフォンなどを持っていない方にも分かりやすい公共交通マップの作成や、にいバスの時刻検索ができるサイトの周知を図る。

　＜方向性５　バス利用環境の改善＞

　　　いわゆる危険なバス停に指定されたバス停の改善を進め、にいバスへのバスロケーションシステムの導入を実施する。

　　今回の計画は「にいバスの再編」をメインとしており、にいバスの再編を行うことで交通不便地域の解消を図っていくものとなっている。にいバスの再編にあたっては、既存の路線バスへの影響をなくすこと、国道２５４号線や西武池袋線の踏切等の渋滞箇所の回避、最寄り駅へのアクセス（志木駅、新座駅、ひばりヶ丘駅、清瀬駅、東久留米駅）、すべてのルートでの市役所と新座駅へのアクセス、運行本数の増便を考慮して今回のルートを設定した。

　　その結果として、今まで３ルートであったものを１ルート増やし、４ルートに増やしている。更に１ルートの距離を短くすることで運行本数を増便できると考えている。また、市役所等を拠点とした乗り換え制度や土日運行についても検討した。

　　ただ、一方でルートの増加や土日運行等により、運行経費も増加する。にいバスの持続可能な運行を可能とするためには費用負担を求めていかなければならないと考えている。このため、運賃の値上げや無料乗車証の対象年齢の引き上げを検討している。その点について御理解いただきたい。

　　今後、ダイヤやバス停位置等の細かい部分については、バス事業者と協議を行っていく予定である。

　　また、今回の会議で頂いた御意見を参考に修正した素案について、来月３月１５日からパブリックコメントを実施し、市民の皆様からの御意見を募集していく。

【質疑応答】

・　議長

事務局からの説明があったが何か意見はあるか。

・　委員

地域交通計画という名称が使用されているが、これは活性化再生法による公共交通計画ということになるのか。

・　事務局

今回の計画については、地域公共交通の活性化及び再生に関する法律の第５条に規定されている地域公共交通計画とは異なるものと考えている。

地下鉄１２号線の誘致等の鉄道も含めた地域公共交通全体を考慮した計画については、今後策定していきたいと考えている。今回の計画はその前段階のにいバスの再編がメインの計画であると捉えている。

　・　委員

　　　この名称を使用することは特段問題はないが、活性化再生法における地域公共交通計画と間違えられる可能性があるため注意する必要がある。

　　　また、今回の計画の方向性５．バス利用環境の改善の中で「危険なバス停」という名称が使用されているが、内容を確認したところ、国土交通省で取り組んでいるいわゆる危険なバス停の改善の内容となっている。国土交通省では「交通安全上問題と思われるバス停」という名称で使用しているため、このような表現に修正する必要がある。

・　議長

　新座市では、いわゆる危険なバス停として平林寺前のバス停を昨年バス事業者、新座警察署と協力し、バス停の移設を行い解消を図った。

　名称については、修正する。

　・　委員

運賃の説明の中に、障がい者及び75歳以上の方については無料乗車証の対象となっているが、乗り継ぎ時も無料となるのか。

　・　事務局

乗り継ぎの考え方は、無料乗車証の対象でない一般料金の方について、にいバスに２００円で乗車していただいた場合に、にいバスの区間内であれば無料で乗り継ぎを行う制度である。

無料乗車証の対象者は既に無料であるため区間内であればどこにでも行ける。

　・　委員

　　　環境対応車両の導入について、自治体から申し出があるのはありがたい話ではあるが、電気バスは中国製が主流であり日本製はほとんどない状況のため、故障した場合の部品の調達ができない等、メンテナンス上の問題が多く、現段階での導入は難しいと考えている。

　　　また、東武では水素燃料バスを導入している路線があるが、通常の水素ステーションでバスが1回分入れてしまうと、他の車が入れられなくなってしまうほどの量を使用してしまう。現在、所沢に国の補助で水素を作る水素ステーションができたためようやく1台運行させることができている。

　　　現状では、電気バスや水素燃料バスについてはリスクが大きいが、今後導入に向けて市とともに前向きに取り組んでいきたいと考えている。

　　　デマンド交通については、新座市で路線バスでカバーできない箇所をにいバスで補完していただくという考えをもっていただいているということは大変ありがたい。交通不便地域の中には、足が不自由でバスに乗れない方もいることが推測されるので、バスが走れない地域について、デマンドタクシーや福祉と連携してタクシー補助等の代替方策について検討してほしい。

　・　委員

　　　にいバスの再編に伴う、運賃の改定や既存の路線バスと重複しないルート設定を考えていただきありがたく感じている。

　　　現状では、バス事業者において乗務員不足が深刻であり、今後輸送力が少なくなっていくため、路線バス、にいバス、デマンドタクシーのすみ分けをしっかりと行い、限られた手段を有効に使っていくという視点で検討を進めていくことが、持続可能な公共交通において重要である。

　・　委員

　　　運賃については、他の自治体のコミュニティバスにおいても路線バスの最低賃金よりは高い設定を要望している。これは、路線バスの客を取られないようにするためである。持続可能な公共交通を考えるとこういった料金設定で考えていただきたい。

・　委員

　　当社では実証レベルではあるが、電気バスや水素燃料バスについて運行したことがある。なお、実証であるため長い期間での検証は行っていない。当社では国産の改造型を使用した（形はいすゞ自動車の車両で中身は別の会社が改造したもの）が、メーカーが直で作っていないため、技術的に不安定であった。中国製は使用したことはないが、今後日野自動車が、中国のメーカーと提携して車両を生産する話がある。その場合、ある程度部品の流通の問題は解消される可能性があるが、いずれにしても日進月歩の状態である。

　　実装するにあたっては、補助金の活用が必要となってくる。国土交通省の補助金では、地域公共交通計画に位置付けられているかどうかが重視されるため、活性化再生法における地域公共交通計画を策定した段階で、導入の検討を行ったほうが良いのではないか。

　・　議長

　　　利用者目線で何か意見あるか。

　・　委員

　　　老人会では土日に集まることが多いため、日曜の運行や運行本数が増えるのはありがたい。

　・　委員

　　　無料乗車証の対象年齢を７０歳から７５歳に引き上げるとあるが、５歳引き上げるだけで収支率が約２０％まで改善される根拠を示してほしい。

　・　事務局

　　　令和２年度に実施したにいバス利用者へのアンケートの年齢別構成比の結果によると、７０歳以上の７０％が７５歳以上であった。

　　　新型コロナウイルスの影響が少なかった令和元年度の乗車人数から運賃改定した場合の収支率を割り出すと約２０％以上の試算となる。例えば、無料乗車証を廃止した場合には、更に改善が見込め、約４０％程度となるが、後期高齢者の方の足の確保という面を踏まえて、今回は７５歳以上の方については無料乗車証を継続していきたいと考えた。

　・　委員

　　　７０歳から７４歳の方の方が、７５歳以上の後期高齢者よりもバスに乗りそうだがそうではないのか。

　・　議長

　　　７０歳から７４歳の方はまだ自家用車を運転する人が、７５歳以上の方よりも多いことが推測される。そういったことも総合的に判断し、試算している。

　・　委員

　　　タクシーの補助はあるのか。

　・　議長

　　　タクシーの補助やデマンドタクシーについては、今後検討していく段階である。今回のにいバスの再編により交通不便地域についてはほとんど解消することができる。中野地区については、にいバスが通らないため今後検討していく。

　・　委員

　　　水道道路にはバスは通らないのか。

　・　議長

　　　先程説明した方針でルートを設定している。本数についても改善していく。

　・　委員

　　　婦人会でも運転免許証を返納する方がちらほらと出てきていて、今までのにいバスでは時間帯が限られてしまって不便であったが、増便されると利便性が上がると思う。

　・　委員
　　にいバスの乗り継ぎ割引について、乗り継ぎ地点の限定はするのか。
　

　・　事務局
　　　基本的には限定するという考えはないが、にいバスのルートで重複している新座市役所や新座駅等のバス停で行っていきたいと考えている。

　　　東久留米ルートと清瀬ルートでは、堀ノ内病院や新座病院等で重複するため病院でも行っていきたいと考えている。

　・　委員
　　乗り継ぎ割引の適用は、同じ路線でも適用されるのか。
　・　事務局
　　基本的には違う路線で考えている。
　・　委員
　　　コロナ禍においてバス会社の経営も傷んでいるため、市の方針として、路線バスとの共存を示していただいているが、末永く共存していけたらと思う。
　　　また、計画の中でシェアサイクルという文言が出ているが、道路環境の整備も視野に入れて、バスの運行に対しても配慮してほしい。
　・　委員
　　　７０歳から７５歳ぐらいの年齢になると運転免許証の返納について考え始めるが、踏ん切りがつかない人にとって、地域の移動手段が充実すると一つの判断材料となるため、相談があった際に御案内できたらと思う。
　⑶　今後のスケジュールについて
　議題について、資料３を使用して、事務局から説明をした。

【概要】

・　本会議でいただいた御意見を基に、素案を修正し、３月１５日から４月１４日までパブリックコメントを実施する。

・　パブリックコメントの結果を踏まえ、４月下旬頃に次回の地域公共交通会議を開催し、５月中旬の公共交通計画の策定を予定している。

・　にいバスの再編ルート及び細かいバス停の位置、時刻表について、調整が調い次第、夏頃に再度地域公共交通会議を開催し、秋頃の運行開始を目標に準備を進めていく。

・　市の組織改編のため、４月から交通防犯課ではなく、新たに鉄道や地下鉄１２号線の広域的な公共交通に関する視点が加わった交通政策課に変わる。

【質疑応答】

・　議長
　他に意見はあるか。なければ議長の職を解かせていただく。

　　以上をもって、令和３年度第２回新座市地域公共交通会議は終了となった。
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